
▶例会日：第１・第３木曜日（12：30）その他の木曜日（18：30〜19：30）
▶例会場：白河市新白河駅前　東京第一ホテル新白河
▶事務局：〒961-0957 福島県白河市道場小路96-5（白河商工会議所内）  ☎23-3101　ＦＡＸ22-1300

○ソング

　◦四つのラスト

○スマイルBOX

　◦佐藤幸彦会長（矢吹RC40周年、村上幹事、阿部エレクト、おつかれ様でした。RYLA研修会、金田会員、中

目会員、ごくろう様でした。）

　◦村上堅二幹事（各委員長の皆様、回顧ありがとうございました。残り２回となりました。宜しく御願いたし

ます。）

　◦金田昇会員（５大部門委員長１年間おつかれさまでした。）

　◦佐藤清作会員（五大部門の１年回顧ご苦労様でした。来週は会長幹事の１年回顧ですが申し訳ありませんが

欠席です。１年間大変ご苦労様でした。また更に残念ですが会長幹事慰労会欠席となります。）

　◦永野文雄会員（五大部門委員長さん１年間ご苦労様です。発表ありがとうございます。）

【今週の仮メイクアップ会員】
◦６月８日　矢吹RC４０周年記念式典
　佐藤幸彦、村上堅二、阿部克弘
◦６月８日～９日　RYLA研修福島大会
　金田昇、中目公英

白河西ロータリークラブ
S H I R A K A W A  W E S T   R O T A R Y   C L U B

創立１９８６年2023～2024年度クラブ目標

会　長　　佐　藤　幸　彦
幹　事　　村　上　堅　二

『みんなが楽しい　ロータリー』

2023－24年度国際ロータリーテーマ
第1809回例会

令和６年６月13日（18：30～19：30）

A  出席免除を受けていない正会員数 ５１名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １９名

T  全 正 会 員 数 ７０名

C  Ⓐの出席者数 ２２名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ０名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 １４名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ３６名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ６５
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ５５.３％

第1809回例会出席状況� （R６年６月13日)
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■会長の時間� 佐藤幸彦会長

　皆さん、こんばんは。毎日暑い日が
続いておりますけど、皆さん健康管理
のほうは大丈夫でしょうか。30度を超
える日が続いたりとか、また熱中症で
倒れてる方も結構多いようでございま

すので、とにかく水分、水は喉乾いてから飲むのでは
なく、ちょぼちょぼちょぼちょぼと飲んで健康管理気
をつけていただければと思います。さて、先週でござ
いますが6月8日の日、矢吹ロータリーの40周年に私と
村上幹事、阿部エレクトで行ってまいりました。場所
は「いやさか」で行われたわけですけども、当初は別
会場でやる予定だったそうでございますけども、会場
の都合により「いやさか」になってしまったというこ
とで、各クラブ3名程度で出席をお願いしたいという
ことで、3名で出席してまいりました。記念式典が行
われまして、右近ガバナーもいらっしゃいまして、蛭
田矢吹町長、矢内泉崎村長等々出席の上、無事式典が
行われました。また、記念講演が行われまして鈴木邦
典パストガバナーが「芭蕉像とチャールズ皇太子」と
して講演されました。皆さんもお気づきかと思います
けど、白河駅前に芭蕉像があるんですね。あれは白
河ロータリークラブさんがロータリー100周年で建て
た像で、その建立された時の苦労話等をしておりまし
た。また、最後にはワインの話なんかもして結構盛り
上がった講演会になりました。その後、記念祝賀会に
入ったわけでございますが、なんと私が乾杯の音頭と
いうことになってまして、乾杯の音頭を取らさせてい
ただきました。無事終了いたしまして、と同時に、同
じ日なんですがＲＹＬＡ研修会を熱海のほうでやって
おりまして、そのほうには金田会員、中目会員二人が
出席されたようでございます。お疲れ様でございまし
た。また、一昨日でございますが、米沢中央ロータリ
ークラブさんが4名で吉澤エレクトをはじめ4名でいら
っしゃいまして、次年度に関しての打ち合わせという
ことで、当ロータリークラブからは私と村上幹事、金
田会員と阿部エレクト、4名で打ち合わせさせていた
だきました。非常にまじめで、次年度の交流会どうし
ようかと打ち合わせをしてすごい素晴らしいなと思い
ました。その中で、米沢中央ロータリークラブさんと

は姉妹締結をずっと結んでるわけでございますが、5
年ごとに締結調印式をやってるということだったんで
すが、2021年、今から3年前でございますが、本当は
米沢の35周年記念式典の中で調印をする予定だったん
ですが、コロナ禍の為に35周年記念もできなかったと
いうことで、調印ができてないのでこの機会に是非や
らせていただきたいということで、本来ならば後程理
事会で上がるかと思うんですけども、皆さん反対する
方はいらっしゃらないでしょうし、次年度、阿部・十
文字年度で40周年までの間で調印をしようということ
となりましたので、よろしくお願いしたいと思います。
さて、今日は五大部門の一年回顧ということで、残す
ところあと2回の例会となりました。私もだんだん肩
の荷が下りてきたようでございますけども、最後まで
気を抜かぬように皆さんの協力を得ながら無事帰港し
たいと思いますので、最後までよろしくお願いします。

■幹事報告� 村上堅二幹事

◦第74回“社会を明るくする運動”白
河市実施委員会白河市長　鈴木和夫：
第74回“社会を明るくする運動”白河
市実施委員会内閣総理大臣メッセージ
伝達及び街頭啓発活動の実施について

（依頼）
◦白河市国際交流協会会長　内藤義久：「高校生海外

派遣事業」チラシの送付について
◦青少年奉仕委員会委員長　大木和彦RYLA委員会委

員長　中目公英：「第42回RYLA研修報告書」につ
いて

◦白河市長　鈴木和夫：“街頭献血キャンペーン”へ
の協力と記念品等の協賛について（依頼）

◦職業奉仕委員会委員長　齊藤純一：職業奉仕アラカ
ルト・阿久津肇語集　HP公開のお知らせ

■各委員会報告
〇ＳＡＡ� 堀田一彦会員
　ＳＡＡのほうからなんですが、吉田さんのテーブル
にお菓子があります。米沢中央ロータリークラブさん
から頂いたお菓子なんですが、ちょっと人数分ありま
せんので、欲しい方はお持ちください。よろしくお願
いします。

本日のプログラム
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■本日のプログラム
五大部門一年回顧
〇歴史文化研究愛好会� 関谷亮一会長

　皆さん、こんばんは。歴史文化研究
愛好会から回顧を申し上げたいと思い
ますが。この歴史文化愛好会の事業と
して、昨年11月「藤田記念博物館」に
おいて、移動例会を開催させていただ

きました。結城素明の企画展がございまして、それに
合わせて佐川学芸員さんにいろいろと詳しくご説明を
いただきまして、大勢の皆さんにこの移動例会に出席
をしていただきました。ありがとうございました。以
上で、歴史文化愛好会の回顧といたします。ありがと
うございました。

〇会長エレクト� 阿部克弘会員
　皆さん、おばんでございます。本年、
会長エレクトを仰せつかりました阿部
克弘です。一年間、エレクトとして地
区、分区、クラブと様々な研修会等に
参加させていただきまして研鑽を積ん

でまいりました。しかし、会長になりますと大変責任
感も大きくなってまいりますことが、今回一年間通し
て感じてまいりました。この一年間、佐藤会長の背中
を見ながらどうあったら良い会長になれるのかという
ふうに考えてまいりましたが、自分らしく次年度はや
っていければなと、もうそういう事にもう結論を出し
ました。自分なりのやり方で自分の行動で皆さんと一
緒に頑張っていけたらなというふうに思っております。
一年間、どうもありがとうございました。

〇副会長� 藤田龍文会員
　皆さん、こんばんは。本年度、副会
長を務めさせていただきました藤田で
す。副会長といいますと、こう委員会
に所属するわけでもなく、全般的に佐
藤会長、佐藤年度のいろいろなバック

アップができればということで、なるべく多くの事業
に参加することを心掛けてましたし、佐藤会長のいろ
いろアイディアが盛り沢山の事業も来年エレクトとい
うことですので、大変参考になり勉強させていただき
ました。来年は立場上エレクトということでこの場所

に立つと思いますので、先程阿部次年度も仰ったよう
に、悔いがないような、そして自分の担当する年度に
は皆さんに今までの経験を還元できるような年度にし
ていきたいと、ひたすらここ1～2年はそういったとこ
ろで勉強させていただく年になるかと思いますので、
是非来年度も阿部年度の支えになれるように。そして、
次年度は周年ということですので、多くの皆さんに感
謝をしながら年度を迎えられるようにしてきたいと思
いますので、またよろしくお願いいたします。

〇国際奉仕委員会� 諸橋和典委員長
　皆さん、こんばんは。国際奉仕委員
会、委員長の諸橋です。国際奉仕委員
会は、委員長わたくし、副委員長に居
川さん。委員に、成井さん、吉田充さ
んというそうそうたるメンバーだった

んですが、ちょっとたいした事やらずに終わってしま
いました。2月の担当例会においては、昨年の6月に、
その前もそうなんですけども、ランドセルをアフガン
に送るという活動をしているお世話になったＮＧＯの
「ジョイセフ」の担当者をズームで繋いでオンライン
の卓話をお願いしました。こちら前回と一昨年と500
個くらい全部で送ってるんですけども、アフガニスタ
ンに送られたそちらのランドセルがどのように子供た
ちに届いて子供たちの生活に役立ってるのかを確認す
ることができたと思います。今年度も、ランドセルを
送る活動の計画をしておったんですけれども、ランド
セル1個当たりの輸送経費だったり、ジョイセフさん
に払うお金だったりが高騰してしまって今のところ断
念しております。ただし、昨年送った後に届いたラン
ドセルが10個程ありまして、こちらを今月中に送る予
定としております。このランドセルを海外に送る事業
というのは、まず集める段階で白河地域の子供たちに
とって国際社会について考えるよい機会でもあります
し、まだまだ綺麗で捨てづらいランドセルをまた活用
できる機会を作れるということで、とても良い事業だ
と思ってます。何らかの形で次年度以降も再度挑戦し
て、アフガニスタンにこだわらずにどちらか海外に送
れるような手段を取っていければなと考えております。
ということで、直接的な国際奉仕がなかなかできない
の状態ではありましたけども、次年度も国際奉仕委員
会委員長となりますので、来年また頑張ってやってい
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きたいと思います。ということで、一年回顧とさせて
いただきます。ありがとうございました。

〇ビジョン推進・研修委員会� 宮本多可夫委員長
　皆さん、こんばんは。今年度、ビジ
ョン推進・研修委員会の委員長を務め
させていただきました宮本です。今年
度の回顧ですけども、今年度の目標と
しましてはホームミーティングを通し

て我がクラブの在り方を皆で考えようと。それをお互
い共有しようという、そういう事を一つの目標としま
した。それから、もう一つは必要に応じて例会等で定
款、細則の勉強の機会を持つということで。幸いにし
て卓話の機会をいただきまして、今まで皆さんは年次
計画書の後ろのほうにあって、いつもさらりと目を流
してきたものを少し時間をかけて読み合わせてきたと
は思いますが、いかんせん限られた時間内で十分な深
読みはできなかったと思いますけども。自分が会の運
営の中でちょっと疑問に思ったことが仮にあればそれ
改めて定款、細則を見て定款、細則はどうなってるの
かということをその都度確認することによって、自分
の立つ位置といいますか、クラブの立つ位置というの
を確認しながら運営できるのではないかというふうに
思います。そういう意味でのきっかけの機会ができた
んではないかというふうに思っております。それから、
ホームミーティングにつきましては例年どおり2回開
きまして、それぞれ皆さん例会よりもホームミーティ
ングのほうが楽しいというような伝統的な流れの中で、
いろいろ我がクラブの在り方を議論していただいたと
思います。そういうことで、基礎の基礎の委員会です
けども、来年度は中目さんに委員長が代わって私の役
目も一応今年度で終わることになりますけども。来年
度は、また新しく中目さんのもとでビジョン推進・研
修の在り方というものをお互い確認しながら進めても
らいたいと思っております。本年度はどうもありがと
うございました。

〇副幹事� 十文字光信会員
　皆様、こんばんは。副幹事の十文字
です。本年度、副幹事として一年間活
動しましたが、まだまだ未熟でロー
タリーの知識も乏しい私としましては、
村上幹事のもとでいろいろと勉強させ

ていただきました。また、米沢中央ロータリークラブ
さんや深谷ノースロータリークラブさんとの交流事業
の参加、地区研修協議会等の参加など、いろいろ経験
をさせていただきましたので、今後のロータリー活動
に生かしていきたいと考えております。一年間、お世
話になりました。ありがとうございます。

〇ＳＡＡ� 堀田一彦ＳＡＡ
　ＳＡＡのほうで一年回顧といたしま
しては、ＳＡＡも3回目なんですが、と
にかく大変だった思いしかないです。
一年間毎週1時間前に来て、全部の例会
に出て、席を決めて、それから司会を

してということなんですが。そのやることだけで精一
杯で、本当は食事の改善ですとか席順をもうちょっと
いろんなバラエティに富んだ席にしたりとかしなけれ
ばいけない。それから、駐車場とかもかなり東京第一
さん狭いので、その辺の確保とかも本当はＳＡＡでや
っていかなければいけないんでしょうけど、そこまで
本年度は手が回らなかったというところなので、次年
度の矢田部さんにちょっと頑張ってもらおうかなとい
うところで、今年の問題点を引き継いでいこうかなと
いうふうに思っています。まだあと例会2回あります
ので、最後までよろしくお願いします。

〇クラブ会報� 吉田充委員長
　今年度クラブ会報委員会は委員長吉
田充、副委員長に鈴木典雄会員、委員
に池田浩章会員、渡部勝也会員の４人
体制で毎月担当月を決め写真撮影及び
校正を行い発行してまいりました。西

クラブの伝統である毎回遅れることなく発行すること
を目標に1765回例会分から1811回例会分まで無事に発
行いたしました。これも一重に委員会のメンバー、毎
週校正と検閲をしてくださった永野会員、そして全会
員のご協力があってこそであります。
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　皆様に感謝して一年の回顧といたします。ありがと
うございました。

〇ロータリー財団委員会　� 中目公英委員長
　白河西ロータリークラブのロータリ
ー財団委員会の委員長としての一年回
顧を少しお話をさせていただきます。
村上幹事のほうにはもう既に報告書は
出してあります。佐藤幸彦会長の「み

んなが楽しいロータリー」というテーマに従い、ロー
タリー財団の活動を我がクラブのメンバーに伝え、ロ
ータリー財団の標語である「世界で良いことをしよ
う」ということを実践し、みんなで奉仕をするような
活動をしましょうということを目標に掲げました。ロ
ータリー財団のポール・ハリス・フェローに関しまし
ては、金田昇会員と山口治会員のほうにご協力いただ
きました。本当にありがとうございました。また、ポ
リオプラス基金のほうに関しましては、諸橋和典さん
にご協力をいただきました。前年の高畠会長年度の時
にちょっと頑張りすぎたもんですから、佐藤幸彦年度
は財団に関してはほどほどに活動するというふうなこ
となもんですから、大口の方はその3名の方です。そ
れから、クラブとして一人当たり50ドルを年次基金に
寄付するようになってるんですけど、多分これは村上
幹事のほうがやってくれるんではないかと思っており
ますので。おそらく来年の地区大会では、我がクラブ
が財団で表彰されるということはないと思います。そ
れから、寄付をするというほうはそれ以上です。それ
から、寄付金を使うというほうですけども、阿部克弘
次年度のほうに12月の補助金セミナーに出席をいただ
きまして、1月の末に締結をしまして、3月に一応補助
金の事業を申請をしまして。この間、地区の財団委員
会の打ち合わせ会合があって、それでロータリー財団
のほうに申請をするというふうな現在手続きに進んで
おります。阿部さん、順調にいけば8月の末に一応ロ
ータリー財団の許可になりまして、9月以降であれば
事業が実施できるようになりますので、そのくらいの
感じで事業の自主計画をこれから練っていただければ
と思います。また、佐藤幸彦年度に関しましては、村
上さんを中心にプロ野球選手を呼んで、西郷の米小で
やった事業を行いました。この点につきましても5月
の末までに村上幹事のほうから財団のほうに報告書を

出していただきましたので、一応我がクラブとしての
財団のお金を使うほうに関してましてもすべてスムー
ズに今年度執り行うことができました。この一年間、
矢田部錦四郎副委員長、山口治、片倉義文両委員の皆
さんをはじめとして、西クラブの会員の皆さん方のお
力添えをいただきまして、滞りなく財団委員会の活動
を行うことができましたので、改めて御礼を申し上げ
ご報告と代えさせていただきます。
■第42回ＲＹＬＡ研修会報告
� ＲＹＬＡ委員会委員長　中目公英委員長

　今年の2月24～25日に2530地域の第42
回ＲＹＬＡ研修会というのを「ホテル
華の湯」で行いました。このことに関
しましては、我がクラブでもう既に石
川さんがその次の週に例会で発表して

くれましたから、ここで改めて報告発表するまでもな
いと思っています。今日、幹事報告の中にあったのは、
その時の報告書が出来上がりまして、今までは印刷製
本して各クラブに1冊づつ送られてくるんですけれど
も、右近年度はガバナー月信も地区のホームページに
データとしてアップされるだけという方針のペーパー
レス化が進んでるもんですから、42回のＲＹＬＡ研修
会の報告書に関しましても右近ガバナーのホームペー
ジのほうにアップされております。ただ、個人情報が
いっぱいわかってしまいますから、一応パスワードが
必要になりますので、その報告書をダウンロードした
いという場合は今日の幹事報告にありましたペーパー
を見ていただきましてパスワードのほうを記録書き留
めていただければと思います。できれば石川さんの社
員の方々に、こんな形で報告書になりましたよと。あ
と金田昇さんのところ、あとは山口さんのお嬢さんも
参加していただきましたから、その3名の方々はパス
ワードを書き留めていただいて、右近ガバナーのホー
ムページのほうからダウンロードしてもらえればと思
っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。
それで、これからが報告になります。2530地域ではそ
のような形で1泊2日のＲＹＬＡ研修会というのをいた
しましたが、去る6月の8～9日の一泊二日で全国ＲＹ
ＬＡ研究会というのを開催しました。主幹が2530地域
になったもんですから、日本ロータリーの34地域の34
地区のそれぞれのＲＹＬＡに関わる方々。地区のガバ
ナーであるとか、ガバナーエレクトであるとか、パス
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トガバナーであるとか、あるいは青少年奉仕の大委員
長であるとか、ＲＹＬＡ委員長の方々が総勢160名を
超えて福島に集いまして、これからＲＹＬＡの在り方
はどんな形がいいのかというふうなことを皆で研修を
しあい、地区のＲＹＬＡをより良い方向に持っていき
ましょうというふうなために研修会を執り行ってまい
りました。設営が2530地域なもんですからホストクラ
ブは福島中央ロータリークラブさんだったんですが、
青少年奉仕のＲＹＬＡ委員長を地区で仰せつかってる
もんですから、そのような23地区のお偉いさん方がい
る前で、私のほうが第42回ＲＹＬＡ研修会の報告のほ
うをさせていただきまして、我が地区ではこのような
形でやってるんだというふうな報告をさせていただき
ました。多くの34地区の中で熱心な地区は3泊4日であ
るとか2泊3日というふうな形で、長い日にちでやって
いる地区が多いんですけれども、2530地域の場合は地
区からのお金、事業費が150万位しかないもんですか
ら1泊2日しかできないんですけれども、その中で研修
を深めた。今年、いろいろと問題になってきているの
は、なかなか若い方々のＲＹＬＡに対する参加者がど
この地域もなかなか集まらない。ロータリアンが若い
方々に指導力、リーダーシップを付けてもらおうと思
って研修プログラムを編成するんですけれども、受け
ている若い人たちにとってみれば余計なお世話だとい
うふうに思う人はいっぱいいるので、その辺のギャッ
プを埋めましょうみたいな話し合いが行われました
し、より良い方向で今後ＲＹＬＡ研修が行われるよう
になりますから、次年度の早川年度の時にも、我がク
ラブから一人ないし二人くらいＲＹＬＡ研修会に派遣

してもらえれば大変ありがたいなと思っている次第で
あります。その全国ＲＹＬＡ研修会には、日本のトッ
プ3といわれるロータリアンが全員集合しました。日
本のトップ3というロータリアンというのは誰かとい
うと、現在の国際ロータリーの日本ロータリーからの
一番のＲＩ理事。つまり、国際ロータリーの理事。日
本ロータリーからただ一人だけ出てるんですけど、そ
れは佐藤さんという理事が出席になりましたし、来年
度からは今度は水野さんという方が理事になるんだそ
うです。理事経験者の方はもう一人、パストＲＩ理事
という人がもう一人田中さんというこの3名が一つの
会合に集まるというのは大変珍しいことらしく、この
3名が集うと日本のビック3のロータリアンが一堂に集
うというふうな形で。大体このような方々は、毎年ロ
ータリーの財団に1万ドル位は平気で寄付をするよう
な方々でないとＲＩの理事になれませんので、普通は
ポール・ハリスは1,000ドルですけども、1万ドルです
から今だと150万位毎年寄付してるわけですね。その
くらいのことをやってないとＲＩのほうまでは理事に
なれないので、ＲＩの理事になりたいという皆さん方
は毎年今のレートで150万位を10年間くらいロータリ
ーの財団のほうに寄付すれば、何とか金田さんに次い
でガバナーをやりまして、そうするとＲＩの理事にな
れるというふうな大体ルートが整っているそうですか
ら、どうぞ皆さん方、どうせお墓の中にお金持ってけ
ませんから、1万ドル位づつ財団のほうに寄付しても
らえればありがたいと思っておりまして。このくらい
の事をご報告をさせていただきます。
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１.会長挨拶� 佐藤幸彦会長
２.協議事項
　①新入会員承認の件� 全会一致承認
　　　十文字宗博 様
　　　鈴木　　満 様　
　②退会について� 全会一致承認
　　　水上泰真人会員の退会の件� （６月30日付け）
　③その他
3.その他
　①現在行っているZOOMでの例会配信について
� 次年度以降検討　継続審議
　②その他


